
水
道
施
設
の
災
害
対
策
を
強
化

国
土
強
靭
化

推
進
会
議
実
施
状
況
の
適
切
な
評
価
へ

小
学
校
教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
へ

先
進
的
な
活
用
事
例
な
ど
紹
介

内
閣
官
房
国
土
強
靭
化
推

進
室
は
１１
月
２８
日
、
東
京
・

千
代
田
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
新
橋
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で

第
３
回
「
国
土
強
靭
化
推
進

会
議
」
（
議
長
・
小
林
潔
司

京
都
大
学
名
誉
教
授
）
を
開

催
し
た
。
水
道
施
設
の
災
害

対
策
強
化
な
ど
国
土
強
靭
化

施
策
の
実
施
状
況
の
適
切
な

評
価
に
向
け
て
活
発
な
意
見

交
換
を
繰
り
広
げ
た
。

国
土
強
靭
化
施
策
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
は
１０
月
中
旬

か
ら
約
１
カ
月
か
け
て
関
係

省
庁
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行

わ
れ
た
。
厚
生
労
働
省
か
ら

水
道
施
設
の
耐
災
害
性
強
化

対
策
、
国
土
交
通
省
か
ら
災

害
に
強
い
市
街
地
形
成
や
流

域
治
水
対
策
、
農
林
水
産
省

か
ら
防
災
重
点
農
業
用
た
め

池
の
防
減
災
対
策
な
ど
を
聴

取
し
た
。
水
道
施
設
で
は
非

常
用
自
家
発
電
設
備
に
よ
る

停
電
対
策
、
防
止
壁
に
よ
る

土
砂
流
入
防
止
対
策
、
防
水

扉
設
置
を
柱
と
す
る
浸
水
対

策
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

当
日
の
会
議
で
は
堀
井
学

内
閣
府
副
大
臣
が
冒
頭
あ
い

さ
つ
に
立
ち
「
先
日
閣
議
決

定
し
た
総
合
経
済
対
策
で
も

国
土
強
靭
化
は
重
点
項
目
に

位
置
づ
け
ら
れ
、
風
水
害
・

大
規
模
地
震
対
策
や
イ
ン
フ

ラ
老
朽
化
対
策
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
た
。『
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
カ

年
加
速
化
対
策
』
を
着
実
に

実
行
し
、
国
民
の
生
命
・
財

産
・
暮
ら
し
を
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
明
確
な
見
通

し
に
基
づ
く
安
定
し
た
切
れ

目
の
な
い
取
り
組
み
を
継
続

す
る
た
め
に
施
策
の
実
施
状

況
を
適
切
に
評
価
す
る
こ
と

が
重
要
だ
」
と
強
調
し
た
。

こ
の
あ
と
事
務
局
が
関
係

省
庁
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

結
果
な
ど
を
報
告
。
関
係
省

庁
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

予
算
執
行
（
イ
ン
プ
ッ
ト
）

や
対
策
の
実
施
・
変
更
（
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
）
、
効
果
発
現

（
ア
ウ
ト
カ
ム
）
な
ど
を
適

切
に
評
価
し
、
国
民
の
理
解

を
深
め
て
い
く
。

内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本
部
事
務
局
は
１１
月
２８
日
、
東
京
・
北
区
の
国
土
交
通
省
荒
川
下
流
河
川
事
務
所
で
第

１
回
「
水
循
環
教
育
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」
を
開
催
し
た
。
水
循
環
教
育
に
関
心
が
あ
る
も
の
の
、
十
分
な
知
識

や
情
報
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
授
業
に
踏
み
切
れ
な
い
小
学
校
教
員
な
ど
を
対
象
に
新
た
に
実
施
。
水
循
環

動
画
「
水
の
お
は
な
し
」
の
学
識
者
に
よ
る
解
説
や
教
育
現
場
に
お
け
る
先
進
的
な
活
用
事
例
の
紹
介
、
参
加
者

に
よ
る
意
見
交
換
会
・
施
設
見
学
会
な
ど
を
通
じ
て
水
循
環
教
育
に
関
す
る
認
識
を
深
め
た
。

初
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
約

６０
名
が
参
加
。
教
員
の
ほ
か

自
治
体
や
研
究
機
関
の
職
員

な
ど
も
多
か
っ
た
。

冒
頭
、
中
込
淳
事
務
局
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
水
循

環
基
本
法
第
１７
条
で
は
国
民

が
健
全
な
水
循

環
の
重
要
性
に

つ
い
て
理
解
と

関
心
を
深
め
る

よ
う
学
校
教
育

・
社
会
教
育
の

推
進
や
普
及
啓

発
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

と
規
定
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ

り
国
は
水
循
環

に
関
す
る
教
材
を
制
作
す
る

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。
本
日
の
講

座
は
そ
の
一
環
と
し
て
教
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に

開
催
し
た
。
水
循
環
に
対
す

る
知
見
を
深
め
、
水
循
環
教

育
を
推
進
す
る
新
た
な
一
歩

と
な
れ
ば
幸
い
だ
」
と
強
い

期
待
感
を
表
明
し
た
。

続
い
て
吉
富
友
恭
東
京
学

芸
大
学
環
境
教
育
セ
ン
タ
ー

教
授
が
「
水
循
環
教
材
〝
水

の
お
は
な
し
〞
の
解
説
と
教

育
現
場
に
お
け
る
活
用
事
例

の
紹
介
」
と
題
し
て
講
演
。

吉
富
氏
は
水
循
環
基
本
法
の

ポ
イ
ン
ト
や
教
育
現
場
の
現

状
、
教
員
の
意
識
、
７
つ
の

小
学
校
に
お
け
る
取
り
組
み

事
例
な
ど
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
水
循
環
動
画
や
水
循

環
教
材
の
活
用
事
例
集
な
ど

を
使
っ
て
水
循
環
の
大
切
さ

や
解
決
す
べ
き
課
題
な
ど
を

可
視
化
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
強
調
し
た
。
ま
た
蝦
名
晋

一
東
京
都
世
田
谷
区
立
砧
南

小
学
校
主
幹
教
諭
が
「
水
循

環
の
実
践
例
」
と
し
て
水
循

環
教
育
を
実
施
す
る
適
齢
学

年
、
科
目
、
教
材
の
活
用
・

指
導
方
法
な
ど
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
た
。

こ
の
あ
と
出
席
者
全
員
で

意
見
交
換
会
を
行
い
、
併
設

す
る
荒
川
知
水
資
料
館
ａ
ｍ

ｏ
ａ
を
見
学
し
た
。

な
お
水
循
環
に
つ
い
て
体

系
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

動
画
「
水
の
お
は
な
し
」
は

小
学
校
学
習
指
導
要
領
に
基

づ
き
健
全
な
水
循
環
に
関
す

る
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、

学
識
者
や
教
育
関
係
者
、
水

関
係
団
体
な
ど
の
協
力
を
得

て
同
事
務
局
が
作
成
。
内
閣

官
房
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
フ
ル
バ
ー
ジ
ョ

ン
版
と
分
割
版
を
一
般
公
開

し
て
い
る
。

荒川知水資料館amoaを見学

参加者による意見交換会開催

中込事務局長

ヒアリング結果などを確認

堀井副大臣
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